
けやき台中学校生活の手引き（令和6年度） 

 

１ 服装と持ち物について  

制 服 ・学校指定のブレザー、ズボン、スカート、白ワイシャツ、白ブラウス、ネクタイ、

リボンを着用 

※名札は、本校指定のものを使用する。登校時は着用しなくてよい。 

※ズボンを下腰の位置ではくことはしない。また、ベルトの色柄は黒または茶色 

（穴が複数空いているものは不可）とする。 

※スカートの長さは、膝が隠れる程度とする。 

※制服の下に、体操服の半袖シャツ・ハーフパンツの着用は可 

体操服 ・学校指定の上下の長袖体操服、体操服の半袖シャツ、ハーフパンツ 

※名札については、フルネームで記入することとする。 

※部活動のときのみ、部活動で許可されたＴシャツ等を着ることを認める。 

かばん ・学校指定のかばんは無く、リュックサック形状やスクールバック形状のもの 

 ※教室のロッカー（縦26㎝×横33㎝×奥40㎝）に入る大きさで、授業道具をきちん

と持ち帰りできるものとする。 

 ※色柄は、黒系・紺系・茶系の無地を基調とした華美でないものとする。また、ワ

ンポイント程度までは可とする。 

※自鞄の目印のため、キーホルダー等（手のひらサイズ１つのみ）を認める。 

※スクールバックの持ち手を両肩に掛けて背負うことは、動きが制限されるので禁

止とし、両方の持ち手を片方の肩に掛けるようにする。 

※サブバック(トートバック等)の使用も可とするが、あくまでメインのバックの補

助的な役割として使用すること。サブバックだけでの登校は不可。 

履 物 

と 

靴 下 

（上履き）：学校指定の学年別に色分けされたもの 

（靴 下）：白色もしくは黒色（ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ可）で、自然な状態でくるぶしが隠れる長  

さのもの。 

（下履き）：白色ひも付き白色基調の運動靴 

※アウトソール（地面に設置する面）が平べったいもの、自然な力で十分に曲がら

ないものは、グリップが効かず怪我のもとになるため、認めない。 

※部活動の活動時間のみ、部活動で許可された下履きや靴下を履くことを認める。 

頭 髪 

 

・中学生らしく活動しやすい頭髪 

※前髪は目にかからないようにする。 

※人工的な変形や変色等を認めない。 

(アシンメトリー、ソフトモヒカン等は不可) 



※極端に長さの差があるツーブロックは不可     

※髪が肩にかかる場合にはゴム（黒・紺・茶）でしばり、髪留めの黒ピンで髪を留

めるものとする。（ピンの止め方が飾りにならないよう注意） 

○耳の高さより下で、左右対称に１つか２つでしばる。 

○片側しばり×、横しばり×、お団子×、ポンパドール×、触覚ヘアー× 

○編みこみは禁止、三つ編みは認める。※お団子は耳より下なら可 

○髪止めの黒ピンは、アメピンのみ。保健体育の授業などの際には外す。 

夏 季 

の 

服 装 

【学校より夏季服装の許可が出た場合】移行期間が５月から 

 □学校指定のブレザーを着用しなくてもよい。 

 □白ワイシャツ・白ブラウスは、長袖または半袖とする。 

※襟は普通一般的な形とし、長袖を腕まくりする場合には袖をきちんと折り返す

こととする。 女子のつりはつけなくてよい 

□クール・ビズ対応として、ノーネクタイ・ノーリボンを認める。 

冬 季 

の 

服 装 

【学校より冬季服装の許可が出た場合】 

 □防寒着として、セーター・カーディガン・ベスト・スウェットシャツ（トレ

ーナー）タイツやスパッツの使用を認める。（足首までのスパッツなど可。た

だし色は黒を基調とし。足首が見えないようにする。）ただし、だらしのない

着方をしている場合は、着用を認めない。 

※暑いときにはブレザーを脱いでもよいが、ネクタイ・リボンは着用すること。 

※制服の下に、上下の長袖体操服の着用を認めない。 

※セーター・カーディガン・ベスト・スウェットシャツ（トレーナー）の色

柄は黒・紺・茶・グレー・白系の無地で華美でないものとする。襟首につ

いては、ネクタイ・リボンが隠れないもので、色ライン等がないものとす

る。 

※制服の下（はみ出さない）に着用し、上衣となる状態は認めない。また、

体育授業の体操服の下はスウェットシャツ（トレーナー）のみとする。 

□防寒着として、ウインドブレーカー・コート・マフラー・手袋・ネックウォ

ーマーの使用を認める。（耳あて・膝かけは不可） 

  ※登下校時または着用の許可があった時のみの着用とする。 

※コートの色柄は黒・紺・茶・グレー系の無地で華美でないものとする。 

※マフラーとネックウォーマーは、華美な色柄でなく、飾りがついていない

ものとする。 

□アンダーウェア（襟元から出てしまうものは不可）の使用を認める。  

□黒タイツ使用の際、黒色靴下の着用と、靴下なしいずれも可とする。 

 



２ 自転車での通学について  

通学用 

自転車 

・原則は徒歩通学とし、自転車での通学許可については以下のようにする。 

□自転車の形状については、軽快車とする。 

※ベル、鍵、前カゴ、ライト、後ろ荷台と両足スタンドがついているものと

する。 

※変形（カマキリ等）、ドロップ型のハンドル形状は不可とする。 

□自転車通学許可願を提出し、発行された自転車鑑札シールを貼り付ける。ま

た、ヘルメットについては、市補助金を適用して購入することができる。 

□自転車使用時のルールを守り、著しい整備不良や違反等が重なる場合には、

自転車通学を取り消す場合もある。 

※自転車は車道の左側通行を原則とし、歩道は例外で歩行者優先とし車道寄

りを徐行する。 

※交差点での信号遵守と一時停止・安全確認をする。 

※二人乗り・並進を禁止とし、必ずヘルメットを着用する。 

※ヘルメットのあごひもはきちんと締め、雨天時は、カッパ等を着用する。 

※背負えない荷物は荷台に荷ひもを使用しくくりつける。 

※自転車の鍵には、紛失防止のために、キーホルダー等の目印をつけ、管理

する場所を確認しておく。 

部活動 

での 

自転車 

・土日・祝日・長期休業中や自転車登校を許可された場合の部活動において、特 

別に自転車使用の許可を認める。その際は許可願いを提出し、学校より発行さ

れたナンバーシールをつけることとする。 

 

３ 学校生活について  

登 校 

始 業 

□登校時は制服を着用し、雨天時や部活動の朝練がある場合には体操服着用を認

める。 

□自転車で登校した場合には、駐輪場の指定された場所に整然と止めるようにす

る。また、ヘルメットはカゴに入れておき、自転車の鍵を必ずかけて自分で管

理する。 

□部活動の朝練習（特別な場合を除く）については、学校到着（正門を入る時間）

7:00、練習開始時間7:15とする。練習終了後は、片付け・着替え・使用場所の

戸締まりを行い、8:15の朝の会開始に、余裕をもって教室へ行けるようにする。 

□朝の会開始時刻は8:15とし、教科書等を机の中に入れ、かばん等をロッカーに

入れた状態にし、制服で着席する。 

□制服、ネクタイやリボンを忘れた場合には、担任や各授業の担当者に報告する。 



□学校を欠席や遅刻をする場合には、ポータルサイトに記入する。また、遅刻し

て登校した場合には、教室に行く前に、必ず職員室に登校したことを報告する。 

授 業 □授業準備を予めしておき、チャイム前に着席をし、チャイムで号令開始とする。 

□各教科係は、次時の連絡を授業の終わりに聞き、帰りの会に連絡できるように

する。 

□忘れ物をした場合には、原則友人から貸し借りをせず、担当の先生に伝え、指

示を受ける。 

□テストについては原則制服で受けることとする。 

休 み 

時 間 

や 

昼休み 

□外や体育館、特別教室への移動は速やかに行い、授業開始に遅れない。また、

集会等の際には、クラスごとに整列して移動する。 

□先生の許可なく、他学年のフロアーやクラス、空き教室への出入りはしない。

また特別な場合を除き、ベランダに出ることを禁止する。 

□給食終了後は体操服に着替え、外や図書室を利用できる。また、体育館につい

ては体育委員会より連絡された日のみ学年ごとに使用できる。  

 

給 食 □給食当番は身支度をきちんと整えて、速やかに配膳をする。 

□割り箸は禁止 

□給食セットを忘れた場合には、職員室で箸を借りる。 

清 掃 □特別な場合を除いて、体操服に着替えて行う。 

□速やかに清掃分担場所に行き、時間内は黙って活動する。 

放課後 

下 校 

□放課後の活動優先順位は、 

①補充学習 ②個別面談 ③生徒会や学年学級での活動 ④部活動 とする。 

□用事がない場合には教室には残らず、速やかに下校するか、部活動に積極的に

参加する。また、上記の①②③がある場合には部活動顧問に必ず連絡をする。 

□下校時は制服を着用し、雨天時や部活動があった場合には体操服着用を認める。 

□完全下校時刻には門を出て、安全に下校する。 

※部活動完全下校時刻については学校から別紙などでご連絡します。 

その他 

 

 

□学校に持ってくる荷物や持ちかえる荷物については、教科や学年・学級で連絡があ

ったものを準備すること。（学校に置いておける荷物については要確認） 

□学校生活に不要なものを身に付けてきたり、持ってきたりしない。もし、持っ

てきてしまった場合には、担任が預かり、保護者に返却する。 

□制汗剤に関しては使用不可とする。 

□汗ふきシートは無香料のものなら可とする。 

□日焼け止めに関しては、無香料のものなら可とする。 

□リップクリームも無着色、無香料とする。 



□ハンドクリームは無香料なら可とする。 

□膝掛けは使用禁止 

□保健室の利用については、授業を１時間休んでも回復しない場合には、家庭に

連絡し早退するようにする。帰宅後は学校へ帰宅したことの電話連絡をする。

また、保健室を利用した場合には、原則として部活動には参加しない。 

□土日・祝日・長期休業中や、完全下校時刻後に特別な事情で学校に来る場合に

も、学校指定の服装（制服か体操服）とする。 

□いじめ・体罰サポートセンター（県南地区：県南教育事務所内） 

 電話相談（月～金9:00～1７:00）０２９－８２３－６７７０ 

 メール・掲示板の書き込み（ 24時間受 付） mailto:kennanijimekaisho@edu.pref.ibaraki.jp 
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